
 

―「段階的な活動の見通し」と「資料提示の工夫」を通してー 

 
 

 
 
 
 
 

        

 
 
 
  
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提示した資料 

どんな感じに

見えるかな？ 

手
順
表
と
合
わ
せ
て 

先
生
も
、
や
っ
て
み
る
よ
。

児童の作品 

＜おもな学習活動＞ 

「森の地図」というお話から、森のおくで生き物たちが

葉っぱの地図を持って集まる場面を表す。版作りの練習

として、すぐに B5 判の画用紙 1 枚から自分でイメージし

た「葉っぱ」に取り組ませる。そして、「生き物」は体の

動きが分かりやすいものを決めてアイデアスケッチ→版

作り→各自が作った背景の用紙→試し刷り１枚→本刷り

3 枚。自分が感じたイメージの言葉を作品の題名にする。

授業実践 第３学年 図画工作 

「広がれ生き物ワールド」―紙版画― 
児童のつまずき 

○アイデアがなかなか思いつかない。

○作品が最後まで仕上がらない。 

◎思ったようにうまくできない。 

ひ
ろ
げ
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あ
ら
わ
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＜手だて＞ 

① 「段階的な活動の見通し」…大まかな活動内容が分か

る手順表を作成し、完成への見通しをもたせる。 

② 「資料提示の工夫」…学習のねらいに合わせ、参考作

品や資料などの観点を明確にして提示する工夫。 

や
り
方
が
わ
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だ
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図を使ってやり方を理解させる 

途中の作品からイメージを広げる 

あじわう

今
日
は
、
こ
れ
を

や
る
ん
だ
ね
。 

つ
か
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＜成果＞ 
○図や実演などを取り入れて、ポイントを絞ってその時間のめあてを理解

させた。→児童全員に基本的な版画の技術が身に付いた。 

○途中の児童作品を取り上げ、そのよさや工夫点を見付けさせるようにし

た。→「表したい作品のイメージ」を明確にさせることができた。 

＜課題＞ 
○提示する資料を精選し、個人の能力や学習状況に応じた指導に活用でき

るようにしたい。また、授業の中でお互いの作品の「工夫点」や「つま

ずき」を助言し合える「交流の場」も積極的に取り入れたい。 
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